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病
院
の
耐
震
改
修
状
況
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

病
院
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
時
の
病
院
の
倒
壊
・
崩
壊
を
防
ぎ
、
入
院
患
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
被
災
者
に
適
切
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
も
病
院

の
耐
震
改
修
状
況
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
補
助
事
業
に
よ
り
病
院
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
全
国
的
に
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ

れ
る
に
至
り
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
、
安
全
・
安
心
の
拠
点
づ
く
り
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
つ
い
て

は
、
我
が
国
の
病
院
の
耐
震
改
修
状
況
及
び
そ
の
促
進
に
関
し
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
一
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
病
院
の
耐
震
化
率
は
五
十
六
・
二
％
、
そ
の
う
ち
、
地
震
発
生
時
の
医
療
拠
点
と
な

る
災
害
拠
点
病
院
及
び
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
率
は
六
十
二
・
四
％
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
直
近
の
数
値
を
伺

う
。
ま
た
、
直
近
の
数
値
が
未
だ
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
取
り
ま
と
め
の
状
況
を
伺
う
。

二

平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
交
付
金
が
設
け
ら
れ
、
災
害
拠
点
病
院
、

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
及
び
二
次
救
急
医
療
機
関
の
耐
震
整
備
に
対
す
る
補
助
を
行
う
た
め
の
基
金
（
総
額
千
二
百
二
十
二
億

円
）
が
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
補
正
予
算
等
に
よ
る
増
額
の
経
緯
を
伺
う
。
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三

医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
交
付
金
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
病
院
の
耐
震
化
が
ど
の
程
度
進
捗
し
た
の
か
、
事
業
効
果
を

伺
う
。

四

平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
医
療
提
供
体
制
施
設
整
備
交
付
金
（
三
十
九
億
円
）
の
中
で
病
院
の
耐
震
化
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
内
容
を
伺
う
。
併
せ
て
、
本
交
付
金
は
公
立
病
院
を
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
を
伺
う
。

五

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
百
％
を
目
指
し
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
に
鑑
み
、
災
害
拠
点
病
院
、
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
及
び
二
次
救
急
医
療
機
関
の
耐
震
化
に
つ
い
て
も
、
百
％
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
「
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
に
災
害
拠
点
病
院
及
び
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
率
を
七
十
一
・
五
％
と
す
る
」
目
標
（
平
成
二
十
年
四
月
二

十
三
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
を
更
新
す
る
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。
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